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院の Gerald Talandis Jr.、Theron Muller、山岸倫子、福田翔、同国際機構の小木曽左枝子（名前は現在
までの富山大学での勤続年数順）を実行委員とする実行委員会を立ち上げた。そして、この実行委員
















学（スイス）の Nathalie Frieden 氏、ベルギーとフランスを中心に活動を行う特定非営利活動法人
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【講演 1】 Denis Pieret “Looking back - Ten Years of Experimentation of Philosophy in Society. Influences, 
Goals and Outcomes”（「社会の中で哲学を実験した 10 年をふり返って―影響、目標、成果」） 
 Pieret 氏は始めに、2006 年にリエージュ大学哲学科の研究者と教授らによって設立された非営利団
体 PhiloCité の活動を紹介した。PhiloCité は設立以来、学術的哲学と実践哲学の間の連携を図りながら、
その活動は今日、社会からの要請を得て、ユネスコの活動やヘルスケアに従事する職業人への支援と
指導にも展開している。Pieret 氏はさらに、この PhiloCité の活動を支えている活動の原則、「哲学的問





【講演 2】 中岡成文「哲学対話にできること―医療と社会共創を中心に」（“Possibilities of Philosophical 

















【講演 3】 Nathalie Frieden “How Philosophical Dialogue Changed the Way of Teaching. An Example: The 
Didactics of Language Teaching”（「哲学対話は教育法をどのように変えたか―言語教育の教授法を例と
して」） 



















ループに分かれ、Pieret 氏と Frieden 氏がそれぞれのグループのファシリテーターとなって哲学対話を
行った。前半のシンポジウムに引き続き、富山大学人文学部の中島淑恵教員、澤田哲生教員が仏語同
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